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I. 総括研究報告書 
厚生労働科学研究費補助金（女性の健康の包括的支援政策研究事業） 

平成 28 年度総括研究報告書 

女性の健康の包括的支援のための情報収集・情報発信と医療提供体制等に関する研究 

 

研究代表者：藤井知行 東京大学医学部女性診療科・産科 

研究要旨 

女性の健康は一生を通して月経周期発来、妊娠・出産、閉経などのイベントに伴う女性ホルモン

の変動により大きく影響を受けることから、ライフステージごとのホルモン変動を意識した特別な

管理が必要とされるため、女性の一生を通した健康の包括的支援の構築が必要である。ライフコー

スアプローチを念頭においた女性特有の疾患に対する啓発、教育、予防などの支援は社会的にも政

策的にも必要とされており、これら支援をおこなうことは我が国の喫緊の課題である女性活躍、少

子化解消、健康寿命の延伸を達成するためにも必須である。 

本研究では、‟女性の健康の包括的支援“という新たなパラダイムを構築し、情報の収集と発信に

よる社会啓発、多診療科連携による統合的女性医療、相談員の養成などを介した社会的健康支援の

体制を確立することを目的とし、女性の健康に関連するホームページを立ち上げた。このホームペ

ージ内のコンテンツは多診療科からの記事提供を受けていることから、内容的にも信頼に足る充実

したものとなっている。 

今後多診療科連携の現状と問題点を検討し、女性の健康の包括的健康支援にふさわしい統合的な

女性診療の在り方を検討するため、女性診療に必要とされるガイドブックを作成し、ホームページ

をプラットフォームとした e ラーニングシステムを構築することで、健康管理の在り方を提案し、

女性の健康について教育、相談などを実施するため、女性の健康の相談員を養成し包括的健康支援

のための相談体制を充実させること、またホームページを見た一般人の行動変容を解析するためア

ンケートを行なう予定としている。 
研究分担者氏名・所属研究機関名及び所属研究機関における職名 
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谷垣伸治 
国立成育医療研究センター 周産期・母性診療センター・産科・教育研修部(併任)周産期医学・

医学教育医長 
若尾文彦 
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Ａ.研究目的 
女性の生涯における健康を維持するために

は、女性の健康が女性ホルモン・エストロゲ

ンのレベルにより身体的・精神的に多大な影

響を受けるという、男性のそれとは大きく異

なった特徴を持つことが知識として必要であ

る。このような考え方のことをライフコース

アプローチと呼ぶが、これまでの我が国の健

康支援対策はライフコースアプローチの思想

に立脚したものではなく、思想自体も重要視

されてこなかった経緯もあるため、今後政策

にも反映する必要がある。 

過去十数年間において女性を取り巻く社会

的環境は大きく変化しており、世界にも類を

見ないレベルで高齢化が進んでいる日本社会

において持続的な経済成長を可能にするため

には、消費の拡大、賃金の増加、投資の拡

大、企業業績の改善といった社会基盤の改善

が必要であるが、女性のもつ活力と労働力を

有効に社会に取り込み経済力の強化に活かす

ことは、新・三本の矢：

http://www.kantei.go.jp/jp/headline/seich

o_senryaku2013.html）にも記載のあるように

現内閣の政策実現においても中心となる課題

の一つである。女性の労働力を活用すること

がいかに重要かということを示す一例として

在日米国商工会議所（ACCJ）・欧州ビジネス

協会（EBC）の試算データが挙げられるが、そ

れによると 300 万人の女性が労働力となると

賃金として 700 億ドル相当が創出されること

が報告されている。 

このように女性の持つ潜在的なパワーを社

会および経済活動に取り入れるためには、月

経、月経関連疾患、閉経、加齢により損なわ

れる女性の健康を、維持することが重要であ

ることを把握した上で、政策的に積極支援す

ることが必要である。しかしながら、“女性

の健康”が女性ホルモンを軸としてまとまっ

た健康概念として把握されてこなかった関係

上、既存の情報も不統一で整理されていない

のが現状である。インターネットの普及に伴

い情報源が定かであるものと、定かでないも

のが氾濫する現在の日本において、確かなソ

ースで確かな情報を提供することと、女性に

ヘルスリテラシーを確立させるべく啓発する

という両輪は極めて重要な課題である。 

本研究においては、“女性の健康の包括的

支援”という新たなパラダイムを提唱し、社

会の啓発と医療・健康関係者の実践を介して

我が国の女性の生涯健康を支える社会基盤を

構築すること、そしてそのための情報基盤を

整理することを当初目的とした。この当初目

的で得られたホームページ「女性の健康推進

室 ヘルスケアラボ」を用いて、情報の提供

を受ける社会層の背景解析と今後の更なる発

展を以降の目的とした。 

 
Ｂ.研究方法 

本研究を行うにあたり、女性の健康と現時点

での課題に関連した情報提供については、日本

で最大の専門家団体である公益社団法人日本

産科婦人科学会と学会に所属する医師から得

られた記事をベースにしている。さらに産婦人

科以外の領域における女性健康については、精

神科、内科、小児科の専門家を研究班に配置す

ることにより産科婦人科の枠を超えた“女性の

健康”を新たなパラダイムとしてとらえ研究を

進めている。 
平成２７年度には、女性の健康についての情

報収集・発信体制の基盤となるホームページ HP
を作成した。コンテンツに関しては日本産科婦

人科学会が中心となって作成したが、精神科、

内科、小児科の内容も取り入れられている。平

成 28 年度には、本研究のプラットフォームで

ある HP の内容改善、セッション数およびペー

ジビューPV をあげるための SEO 対策を行った。

また、この HP にアクセスする人々の属性を調

べる上で、リリースされてから現在に至るまで

の年齢層、アクセス端末の種類、セッション数、

PV 数、よくアクセスされる記事に関する検討を

行った。解析に関してはグーグルアナリティク

スが用いられた。これらアクセスに関する情報

は機器そのものから得られる属性だけである

ため、個人情報を含まないことから倫理面に関

して特記すべきことはない。他診療間での情報

共有を促進するためおよび後述する女性の健

康相談員の教育目的のためガイドブックの作

成に着手した。 
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Ｃ.研究結果 

平成 27 年度の成果として、女性の健康につ

いての多彩な情報を提供するホームページ

（図１）が作成された。本ホームページ HP は

世代ごとに体系的に分類された記事が必要で

ある点を重視し、思春期から老年期に至るま

での女性の健康に関する記事を網羅してい

る。またこのような記事にアクセスする世代

はスマートフォンなどモバイル端末を使う人

が多いものと想定し、モバイル端末で見やす

いことを最優先にレイアウトを考え、比較的

曖昧なキーワードでも求める記事が検索でき

るような体系にした。 

また疾患に関する記事だけでは一般人の興

味を引きつけ得ないことから、セルフチェッ

ク（図 2）、料理のレシピ記載に加え、妊娠

中の気になる Q&A、病院検索など多彩な記事

を新規にアップした。 

 

１）ホームページ内容 

１－１）小児期・思春期 

思春期には、月経が開始するだけでなく正しい

性交の知識も必要である。導線として以下の見

出しを配置した（図 3）。 

 みんな悩んでる 月経のトラブル 

 女性に多い からだの不快な症状と病気 

 人に相談しにくい デリケートな悩み 

 これって大丈夫？ 小児期の気がかり 
 こどもからおとなへ 思春期って何 
 思春期に多い からだの不快な症状と病気 

 ひとりで悩まない 思春期の性と健康 
 

１－２）成人期 

性成熟期においては月経周期が確立するとと

もに月経困難、月経不順に代表されるようなト

ラブルが多くみられ、子宮内膜症や子宮筋腫に

代表される疾患が潜在的背景にある可能性が

考えられることから導線として以下の見出し

を配置した（図 4）。 

 みんな悩んでる 月経のトラブル 

 女性に多い からだの不快な症状と病気 
 人に相談しにくい デリケートな悩み 
 

１－３）更年期 

持続可能な社会発展のためには、妊娠・出産を

終えた閉経後女性の活力を社会に還元するこ

とも重要である。周閉経期以降老年期に至るま

でで女性において特有にみられる疾患とその

背景、対策などに重点をおいて導線として以下

の見出しを配置した（図 5）。 

 女性に多い からだの不快な症状と病気 
 更年期を取り巻く状況と治療法 すっきり不安

解消 

 早めの相談がカギ 更年期に多い症状と病気 
 
１－４）老年期 

老年期においては、介護の問題、フレイル、認

知症の問題が取り上げられ、導線として以下の

見出しを配置した（図 6）。 

 女性に多い からだの不快な症状と病気 
 家族で考えたい 老年期の悩み 
 

１－５）妊娠・出産 
少子化対策と出生率の向上は、国のさらなる発

展のためにも喫緊の課題である。働く女性の妊

娠・出産を援助するだけでなく、望まない妊娠

を避けるという観点からも記事を作成し、導線

として以下の見出しを配置した。妊娠に関する

法整備環境についても情報を提供している（図

7）。 

 早めの準備が大切 妊娠・出産のこと 

 
上記の記事以外にも子宮頸がん、子宮体が

んを代表とした婦人科悪性腫瘍については、

疫学的背景、健康診断の重要性、ワクチンな

どの情報も含めて情報提供をしており、乳が

んなどについても記事を準備した。 

 

２）ホームページにアクセスする対象者に関

する解析 

2016 年 3 月に HP が開設されて以来、2017 年

1 月末日までの HP へのアクセスに関するデー

タを解析した内容を以下に示す。 

２−１）ユーザー属性：年齢別ユーザー割合 

情報発信を安価にかつ広範囲におこなうため

には、昨今ではインターネットを用いておこ

なわれることが多い。実際、18～24 歳

（23%）、25～34 歳（33%）、35～44 歳
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（27%）での総計がアクセスする人々の大半を

占めることが分かる。65 歳以上は全体のわず

か 2%にすぎない（図 8）。また情報にアクセ

スする手法としては、圧倒的にモバイル端

末・スマートフォンである。一定数 PC からの

アクセスもあるが、今後の情報提供と、本 HP

を活用する上で、スマートフォンを使うこと

は必然的なものである（図 9）。 

 

２−２）研究期間内に HP を訪問した人数 

一定期間に本 HP を訪問した延べ人数は、基本

的に緩徐に時間の経過とともに増加してきお

り、細心のデータでは 8345 名（2017 年 1

月）であった。2016 年 8 月に一過性ではある

ものの訪問人数が 4600 余名にまで増加した。

これはオリンピックの最中に、アスリートの

無月経に関するニュースが Yahoo ニュースに

取り上げられ、根拠の出典先として本 HP が上

げられたためである（図 10）。 

 

２−３）新規ユーザー数とリピーター数の推移 

新規ユーザーは、２－２）にある一定期間に

HP を訪問する人数とほぼ平行したような推移

となっている。年代とともに健康に関する問

題は変化していくというのがライフコースア

プローチの考え方なので、本当はリピーター

が増えてくれることが、新規ユーザー獲得の

ためにも極めて重要であるが、2017 年 1 月末

の時点でも新規ユーザーは伸び悩んでおり、

1000 名にぎりぎり到達しない程度である（図

11）。新規セッション率とは、ある一定期間

で、そのサイトに初めて訪問したユーザーの

全体のセッションに対する割合のことを意味

するが、リピーターを増加させる努力が必要

であることを反映しており、概ね 90%近くで

高止まりしている（図 12）。初めて HP を訪

問したものが、記事内容が面白いために長い

間 HP 上に留まった上で情報収集をしてもら

う、という行動がこの HP の最終目標である。 

 

２−４）セッション数と PV 数 

セッション数とはユーザーがアクセスした回

数のことを指すが、セッションとは、サイト

に訪問してからサイトを離脱するまでの一連

の行動のことを指す。サイトを訪問してから

離脱するまでのサイト内のページの閲覧やイ

ベントの発生を行動と定義するため、本 HP 内

容が興味深く、色々なページを覗くという行

動が発生するとセッション数が増えるため、

ユーザー数が 2017 年 1 月現在 8345、セッシ

ョン数が 8743 ということは、個人がその月間

内に本 HP を再度訪れることが極めて少ないこ

とを意味する（図 13）。また、PV 数は、サイ

ト内のページが表示された回数のことを意味

する。PV 数は 2017 年 1 月段階で 42031 回で

あるが、これは 1 セッションあたりの PV 数で

も考えられるように、本 HP を見始めて、5 ペ

ージ前後を閲覧した後ユーザーはサイトを離

脱することになる（図 14）。情報を隈なく提

供するという観点から言ってもサイト内を長

時間回遊させることが大きな目標であるが、

2016 年 7 月前後から 2017 年 1 月に至るまで

の PV 数の伸びは、明らかに伸び悩んでいるこ

とから、サイト内を回遊させるための手段が

必要とされる。 

 

２−５）PV 数上位の記事 

PV 数を累積していき、上位に来る記事がどれ

かを月間ごとに解析できる。2017 年 1 月の段

階では表 1 のように、各種疾患のセルフチェ

ック、チェックが上位に来ている。これを毎

月のミーティングにてフィードバックし、よ

り PV 数を上げ、対象者へアプローチすること

が、情報基盤として重要である。 

 

表 1 2017 年 1 月 PV 数上位 10 点 

 ページ PV 数 

1 子宮内膜症チェック 15470 

2 
これって病気かな？女性の病気

セルフチェック 
13450 

3 子宮筋腫チェック 12764 

4 子宮内膜症チェック診断結果 12479 

5 子宮筋腫チェック診断結果 9223 

6 
女性の健康推進室  ヘルスケア

ラボ 
8403 
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7 スポーツと月経 4120 

8 子宮体がんチェック 3266 

9 子宮頸がんチェック 2597 

10 子宮体がんチェック診断結果 2287 

 

３）多診療科連携による女性の診療ガイドブ

ックの作成 

多種多様な女性の健康に関する問題は、そ

の多くが産婦人科学の範疇に属するが、女性

特有の内科的、小児科的、精神科的問題も同

時に存在する。本研究ではこれからの統合的

な女性診療を構築する上での基盤とすべく、

女性にみられる諸問題に関した診療ガイドブ

ックを作成することとした。現在までに寄せ

られた記事をもとに改変作業をおこなってお

り、今年度中に発刊と HP 上での配布をおこな

う予定である。 

小項目  

1. 原発性または続発性無月

経、月経不順の適切な対応

と診察上の留意点 

平池委員 

2. 摂食障害に対する適切な対

応 

鈴木（掘

田）真里先

生 

3. 月経困難症、生理痛、頭痛の

治療 

平野委員 

4. 思春期早発 伊藤委員 

5. 起立性障害 伊藤委員 

6. 貧血/過多月経 秋野委員 

7. 妊娠中のトラブルおよび内

科などの合併症＊のある不

妊症・妊婦への対応 

谷垣委員 

8. 避妊（内科などでのピルの

処方） 

谷垣委員 

9. 月経前症候群・月経前不快

気分障害 

宮川委員 

10. 性感染症 宮川委員 

11. 血管運動神経症状（更年期

症状との鑑別） 

平池委員 

12. 不眠・うつ 秋下委員 

13. 腰痛 金委員 

14. 排尿関連症状（尿意切迫、排

尿困難、尿失禁など） 

田中委員 

15. 認知症関連症状（ファース

トエイド） 

対馬委員 

16. 外 陰 掻 痒 ・ 性 器 萎 縮

（vulvovaginal atrophy） 

加茂委員 

17. 動脈硬化症に関連した症状 対馬委員 

18. トラウマ・家庭内外での性

暴力 

秋下委員 

19. トラウマ・家庭内外での性

暴力 

対馬委員 

 

Ｄ.考察 

女性の健康包括的支援を最終的な目標とし、

健康維持に関する HP を作成したため、信頼に

足る確固たる情報を提供する基盤は整った。従

来の女性の健康は、とかく産婦人科に属する情

報のみに限定されていたり、女医が女性の立場

に立って診察を入念におこなうことのみによ

り達成可能であるという概念が流布していた

が、我々が本研究内で強調しているように、確

固たるソースと事実に基づいた情報を提供し、

医学的介入が必要な女性に対し適切な医療と

アドバイスを提供することがまずは重要であ

る。それが達成できれば、適切な医療介入が円

滑に進み、女性を活用・登用した経済活動がま

すます促進されるものと見込まれる。 

今後、統合的な女性診療の健康評価・健診の

ためのガイドブックを作成することにより、女

性の一生を通した健康支援への多くの医師だ

けでなく医療従事者の参加も促進されるもの

と考えられる。ホームページを基盤とした健康

相談員の育成が行われるようになれば、女性の

健康の包括的支援のための相談体制が確保さ

れる。本 HP は図 3〜15 に示してあるように、

アクセスする人物像、アクセス記録などを経時

的に追跡することが可能であるため、毎月のア

クセス記録から、受け手のニーズを可能な限り

拾い上げるようにしている。このホームページ

では、各種“女性の健康”に関する情報を統合

するだけでなく、e-learning 機能、アンケート機

能など多彩な機能を持たせることを次の目標

としている。 

本研究班では、今年度以降さらに以下の項目
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を行い研究内容の発展を目指している（図 16）。 

１）本 HP をみた一般人の行動変容について 

本 HP をみて情報提供を受けた人々が、実際に

受診に結びつく行動をとるか、または周囲の症

状を持つ人に対して受診を促すような態度を

とるかなど、行動変容をとるかどうかというこ

とが HP の意義をみる上で重要なものとなる。

具体的には、HP を閲覧する前後でアンケート調

査を行うことにより、ホームページをみた女性

の行動変容を解析する。アンケートの中心は、

ヘルスリテラシー尺度である性成熟期女性の

ヘルスリテラシー尺度 (参考資料 1)、HLS-EU-

Q47 日本語版(参考資料 2)に基づく。また、同時

にメンタルヘルスの測定尺度である MHI-
5(Mental HealthInventory-5) (参考資料 3)も測定

することで、メンタルヘルスが不良であったた

めに行動変容に至らなかった事象の頻度を解

析する。 

２）健康支援教育プログラム等の作成と健康相

談員の養成 
各都道府県、指定都市、中核市には不妊専門相

談センターが設置されており、不妊に関する医

学的な相談や不妊の悩みなどについて医療従

事者が相談をするだけでなく、ある程度の医療

情報提供を行っている。妊娠・出産に関しては、

妊娠相談ほっとライン、妊娠出産サポートセン

ターなど様々な名称の相談窓口が自治体など

に設置されているが、はっきりした診断がつい

ていないと相談できない。例えば月経困難症

（生理痛）ということになると、病院受診を勧

めるだけになり、明らかな症状があっても病院

を受診しないということが大半の一般人の反

応であることから、広く女性の疾患予防、健康

増進を拾い上げるためにはライフコースアプ

ローチ視点からみて統一された窓口が必要で

ある。女性の健康支援のための教育プログラム

を作成し、健康相談員を養成する目的で、日本

産科婦人科学会の協力のもと検討を始めてい

る。日本産科婦人科学会では所属委員会内です

でに医師に対して女性のヘルスケアアドバイ

ザー養成プログラムを実施し、思春期から更年

期・老年期まで一生を通した女性のヘルスケア

アドバイザーを養成している。本研究では、医

師向けであるこれら資料をさらに改変、拡大す

ることにより看護師、保健師、その他の健康支

援関係者などが女性のヘルスケアアドバイザ

ーとして活躍できるように養成し、女性の健康

増進・向上に役立てる。手法としては HP を使

った e ラーニングを想定しており、資料の準備

に着手している。 

また、女子医大関連女性外来を受診した患者及

び労災病院の女性外来の診療データの収集・分

析を行い、必要な人材の職種、専門性、知識、

技能等の明確化を開始する。関連学会の協力の

下、全国規模で多診療科体制にある女性外来を

抽出し、訪問聞き取り調査やフォーカスグルー

プ法等によりより詳細な情報を収集する。本情

報と女子医大及び労災病院から得られた診療

データと合わせ、連携女性医療のモデル案を構

築する。 
 

Ｅ.結論 

女性の健康の包括的支援に関する情報提供

を効率的に行うための HP を作成した後の展開

が進んでおり、HP の有用性はアンケート研究に

より裏付けられることとなる。 

統合的な女性診療の健康評価・健診のための

ガイドブックを作成すること、女性の健康支援

のための教育プログラムを作成し、健康相談員

などを教育することにより女性の健康支援の

ための相談体制を確立することが今後の重要

な課題であるため、HP を用いた e ラーニングシ

ステムの構築に着手している。女性の一生を通

した健康支援への多くの医師の参加を促進す

ることと、健康相談員などが積極的に地域住民

を教育・啓発することにより女性の健康につい

ての意識と理解が高まり、健康の増進が期待さ

れる。 
最終的には大規模データベースの検討や具

体的ニーズの拾い上げが大規模化することを

期待しており、それで得られる情報をもとに、

実行可能な「多診療科連携モデル」が構築され、

日本全体の女性医療の水準を上げ、医療法整備、

経済活動への展開という循環が進むことを期

待している。 

 

Ｆ. 健康危険情報 

特になし 
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国内 
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図１ 女性の健康推進室 ヘルスケアラボ トップページ 
2016 年度後半よりアクセス数が多いページが最初に現れるようになっている 

 
 
図 2 女性の病気セルフチェックへの導線 
セルフチェックに関しては、一般的な症状を元にしたものと診断基準がベースになっているも

のがある。ここには例として「子宮頸がんチェック」を挙げてある。 
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図 3 小児期・思春期のトップページ    図 4 成人期のトップページ 

 
 
 
図 5 更年期のトップページ 

 
 
 
図 6 老年期のトップページ        図 7 妊娠・出産のトップページ 
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図 8 女性の健康推進室 ヘルスケアラボ ユーザー属性：年齢別ユーザー割合 

 

 
図 9 デバイス別アクセス数 

 
図 10 女性の健康推進室 ヘルスケアラボ 月ごとユーザー数 
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図 11 新規ユーザー数とリピーター数の推移 

 
 
図 12 新規セッション率 
一定期間で、そのサイトに初めて訪問した ユーザーの全体のセッションに対する割合を示す 
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図 13 セッション数（ユーザーがアクセスした回数）および PV 数（サイト内のページが表示

された回数） 

 
図 14 1 セッションあたりの PV 数 
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図 15 新規セッション率 
一定期間で、そのサイトに初めて訪問した ユーザーの全体のセッションに対する割合を示す 

 
 
 
 
 

13.09

12.55

3.67
2.76

2.38

3.09
3.91

4.09 4.25 4.13

4.75

0

2

4

6

8

10

12

14

59.6

36.89

46.32

75.27

86.27

81.73
83.69

87.45 90.65

89.36

88.33

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100



分担研究報告書番号 

  — 17 — 

図 16 今後の予定図 
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参考資料 1 性成熟期女性のヘルスリテラシー尺度 
 
質問 かなり 

あてはま

る 

少し 
あてはま

る 

あまり 
あてはま

らない 

まったく 
あてはま

らない 
Q1 自分の体について、心配ごとがあるときは、医療従

事者（医師・保健師・看護師・助産師等）に相談するこ

とができる。 

    

Q2 インターネット・雑誌などで紹介されている女性の

健康についての情報が正しいか検討することができ

る。 

    

Q3.自分の体調を維持するために行っていることがあ

る。 
    

Q4.女性の健康についての情報はほしいときは、それを

手に入れることができる。 
    

Q5.女性の健康についてのたくさんの情報から、自分に

合ったものを選ぶことができる。 
    

Q6.医療従事者（医師・保健師・看護師・助産師等）の

アドバイスや説明にわからないことがあるときは、尋

ねることができる。 

    

Q7.日常生活の中で見聞きする女性の健康についての

情報が、理解できる。 
    

Q8.自分の体のことについて、アドバイスや情報を参考

にして実際に行動することができる。 
    

Q9. 医療従事者（医師・保健師・看護師・助産師等）に

相談するときは、自分の症状について話すことができ

る。 

    

Q10.自分の月経周期を把握している。     
Q11.体調の変化から月経を予測することができる。     
Q12.月経を体調のバロメーター（基準・目安）にして

いる。 
    

Q13.月経時につらい症状があるときは、積極的に対処

法をおこなっている。 
    

Q14.月経に伴う心身の変化に気づいている。     
Q15.月経のしくみについての知識がある。     
Q16.妊娠のしくみについての知識がある。     
Q17.子宮や卵巣の病気についての知識がある。     
Q18.性感染症の予防についての知識がある。     
Q19.避妊の方法についての知識がある。     
Q20.必要なときは、パートナーと避妊について話し合

うことができる。 
    

Q21.パートナーと性感染症の予防について話し合うこ

とができる。 
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参考資料 2 HLS-EU-Q47 Japanese version (日本語版) 
 

以下のそれぞれが、あなたにとって簡単か難しいかについてお聞

きします。それぞれ「とても簡単」から「とても難しい」まで

で、最もあてはまるものに○を付けてください（それぞれひとつ

ずつ）。 

とても

簡単 

やや 

簡単 

やや 

難しい 

とても

難しい 

わからない

/あてはま

らない 

(1) 
気になる病気の症状に関する情報を見つけるのは 

1 2 3 4 5 

(2) 
気になる病気の治療に関する情報を見つけるのは 

1 2 3 4 5 

(3) 
急病時の対処方法を知るのは 

1 2 3 4 5 

(4) 
病気になった時、専門家（医師、薬剤師、心理士など）に相
談できるところを見つけるのは 

1 2 3 4 5 

(5) 
医師から言われたことを理解するのは 

1 2 3 4 5 

(6) 
薬についている説明書を理解するのは 

1 2 3 4 5 

(7) 
急病時に対処方法を理解するのは 

1 2 3 4 5 

(8) 
処方された薬の服用方法について、医師や薬剤師の指示を理
解するのは 

1 2 3 4 5 

(9) 
医師から得た情報がどのように自分に当てはまるかを判断
するのは 

1 2 3 4 5 

(10) 
治療法が複数ある時、それぞれの長所と短所を判断するのは 

1 2 3 4 5 

(11) 
別の医師からセカンド・オピニオン(主治医以外の医師の意
見)を得る必要があるかどうかを判断するのは 

1 2 3 4 5 

(12) 
メディア（テレビ、インターネット、その他のメディア）か
ら得た病気に関する情報が信頼できるかどうかを判断する
のは 

1 2 3 4 5 

(13) 
自分の病気に関する意思決定をする際に、医師から得た情報
を用いるのは 

1 2 3 4 5 

(14) 
薬の服用に関する指示に従うのは 

1 2 3 4 5 

(15) 
緊急時に救急車を呼ぶのは 

1 2 3 4 5 

(16) 
医師や薬剤師の指示に従うのは 

1 2 3 4 5 

(17) 
喫煙、運動不足、お酒の飲み過ぎなど不健康な生活習慣を改
善する方法に関する情報を見つけるのは 

1 2 3 4 5 

(18) 
ストレスや抑うつなどの心の健康問題への対処方法に関す
る情報を見つけるのは 

1 2 3 4 5 

(19) 
受けなくてはならない予防接種や検診（乳房検査、血糖検査、
血圧）に関する情報を見つけるのは 

1 2 3 4 5 

(20) 
太りすぎ、高血圧、高コレステロールなどの予防法や対処法
に関する情報を見つけるのは 

1 2 3 4 5 

(21) 
喫煙、運動不足、お酒の飲み過ぎなどの生活習慣が健康に悪
いと理解するのは 

1 2 3 4 5 
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(22) 
予防接種が必要な理由を理解するのは 

1 2 3 4 5 

(23) 
検診（乳房検査、血糖検査、血圧）が必要な理由を理解する
のは 

1 2 3 4 5 

(24) 
喫煙、運動不足、お酒の飲み過ぎなどは健康に悪いといわれ
ているが、その信頼性を判断するのは 

1 2 3 4 5 

(25) 
検査のために、いつ受診すべきかを判断するのは 

1 2 3 4 5 

(26) 
どの予防接種が必要かを判断するのは 

1 2 3 4 5 

(27) 
必要な検診（乳房検査、血糖検査、血圧）の種類を判断する
のは 

1 2 3 4 5 

(28) 
メディア（テレビ、インターネット、その他のメディア）か
ら得た健康リスク（危険性）の情報が信頼できるかどうかを
判断するのは 

1 2 3 4 5 

(29) 
インフルエンザの予防接種を受けるべきかどうかを決める
のは 

1 2 3 4 5 

(30) 
家族や友人のアドバイスをもとに、病気から身を守る方法を
決めるのは 

1 2 3 4 5 

(31) 
メディア（新聞、ちらし、インターネット、その他のメディ
ア）から得た情報をもとに、病気から身を守る方法を決める
のは 

1 2 3 4 5 

(32) 
運動、健康食品、栄養などの健康的な活動に関する情報を見
つけるのは 

1 2 3 4 5 

(33) 
心を豊かにする活動（瞑想[座禅・ヨガ]、運動、ウォーキン
グ、ピラティスなど）について知るのは 

1 2 3 4 5 

(34) 
より健康的な近隣環境にする方法（騒音や汚染を減らす、緑
地やレジャー施設をつくるなど）に関する情報を見つけるの
は 

1 2 3 4 5 

(35) 
健康に影響を与える可能性のある政策の変化（法律制定、新
しい検診、政権交代、医療改革など）について知るのは 

1 2 3 4 5 

(36) 
職場の健康増進のための取り組みについて知るのは 

1 2 3 4 5 

(37) 
健康に関する家族や友人のアドバイスを理解するのは 

1 2 3 4 5 

(38) 
食品パッケージに書かれている情報を理解するのは 

1 2 3 4 5 

(39) 
健康になるためのメディア（インターネット、新聞、雑誌）
情報を理解するのは 

1 2 3 4 5 

(40) 
心の健康を維持する方法に関する情報を理解するのは 

1 2 3 4 5 

(41) 
住んでいる場所（地域、近隣）がどのように健康と充実感に
影響を与えているかを判断するのは 

1 2 3 4 5 

(42) 
住宅環境が健康維持にどのように役立つかを判断するのは 

1 2 3 4 5 

(43) 
どの生活習慣（飲酒、食生活、運動など）が自分の健康に関
係しているかを判断するのは 

1 2 3 4 5 

(44) 
健康改善のための意思決定をするのは 

1 2 3 4 5 

(45) 
参加したいときに、スポーツクラブや運動の教室に参加する
のは 

1 2 3 4 5 
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(46) 
健康と充実感に影響を与えている生活環境（飲酒、食生活、
運動など）を変えるのは 

1 2 3 4 5 

(47) 
健康と充実感を向上させる地域活動に参加するのは 

1 2 3 4 5 

 

参考資料 3 MHI-5(Mental Health Inventory-5) 日本語版 
 
以下の A～E の設問項目について、それぞれ過去 1 か月間に感じた頻度を回答してください。 
A. かなり神経質であったこと 
1.毎日のように 
2.頻繁に 
3.ときどきあった 
4.まれにあった 
5.まったくなかった 
 
B. どうにもならないくらい気分が落ち込んでいたこと 
1.毎日のように 
2.頻繁に 
3.ときどきあった 
4.まれにあった 
5.まったくなかった 
 
C. 落ち着いておだやかな気分であったこと 
1.毎日のように 
2.頻繁に 
3.ときどきあった 
4.まれにあった 
5.まったくなかった 
 
D. 落ち込んで、ゆううつな気分であったこと 
1.毎日のように 
2.頻繁に 
3.ときどきあった 
4.まれにあった 
5.まったくなかった 
 
E. 楽しい気分であったこと 
1.毎日のように 
2.頻繁に 
3.ときどきあった 
4.まれにあった 
5.まったくなかった 


